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 ファミサポ通信   

 
第５４号 

令和２年１月１日 
八尾市社会福祉協議会 

やおファミリー･サポート･ 
センター発行 

 
ＴＥＬ  072-924-3657 
ＦＡＸ 072-925-1161 

  

 今年も残暑の中、ファミサポの集いを開催しました。 

 アドバイザーが、依頼・援助・両方会員のコメントを読み上げ、 

参加した方々に聞いて頂く形式で事例発表会がスタートしました。 

サポートを通じての出会いと別れ、お子さんの成長など、ファミサポの活動が、人と人とのつながり

で成り立っているという事を、少し身近に感じていただけたと思います。 

 後半は「スポーツチャンバラ体験」で、親子の交流を深めてもらいました。恒例となり、スポチャンを

楽しみに参加してくださる方も多く、お子さんだけでなく、お父さん、お母さんも参加して大いに盛り上

がりました。小さなお子さんの参加が多く、対戦がとても微笑ましいものとなりました。 

お楽しみのガラガラ抽選や、昨年に引き続いての「ミニ夜店コーナー」も行ないました。子どもたちは

大喜びしてくれて、購入した券が余るからとお母さんもゲームを楽しまれていました。 

恒例のリサイクル大放出も盛況で、頂いていたリサイクル品が、かなり少なくなりました。 

 

 あけましておめでとうございます！今年もよろしくお願いいたします。 

会 員 数 

依頼会員 ６９１名・援助会員 ２９６名・両方会員 ５８名 
合計 1,045名           令和元年１２月１０日現在 

活動報告書は｢活動｣の｢報告｣をするものですので、｢活動内容｣をしっかり記入してください。 

活動報告書には、[送迎・送迎と預かり・預かりのみ]だけでなく、お子さんの様子も詳しく

記入してください。センターは、報告書でしかサポートの様子を知ることができません。 

 最近、報告書の内容に大きな差があります。「保育園の送迎」「良好」とだけ書かれる方、

「○○して楽しかったと話してくれました。家では…」と細かくサポートの様子を書かれる方、

様々です。お子さんにとっての成長の記録、思い出の一枚となります。お忙しいとは思います

が、サポート内容に、お子さんの様子や援助会員さんの感想を添えて、ご記入いただきます様、

改めてお願いします。(ファミサポも無償化対象です。申請には、報告書の日にちと曜日、時間

はもちろんですが、活動内容の明記と印鑑が必須となります。) 

援助 ・両方
会員さん！ 

R１．９．１ 
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                                                   Ｒ１．１２．７ 

今年は、Juggler 一機さんをお迎えして、ジャグリングやシャボン玉ショーと、

マジックを楽しんで頂きました。 

 ジャグリングでは、一機さんしかできない技も披露してくださり、 

「オー」と子どもたち以上に、大人の方が見入っていました。皿回しを 

お手伝いしてくれたお友達も、とても上手でした。 

シャボン玉もキレイで、幻想的な空間が広がり、大きなシャボン玉の 

中に入ったお友達は、とても嬉しそうでした。 

「マジックだけではなく、いろんなショーが同時に見られてとても 

楽しい１時間でした！」とのお声を頂きました♫ 

くじ引きでもらったクリスマスプレゼントを抱えて、 

みんながステキな笑顔で会場を後にしました。 

 

                                                                  Ｒ１．９．１１ 

講師に、島川晴美先生をお迎えして、 

恒例の人気講座となっています。 

年配の援助会員さんや、一時保育に 

お子さんを預けてリフレッシュしたい方、 

幅広い年齢層の方々がご参加くださいました。 

初心者にも、無理なくできるよう指導して 

下さるので、皆さん頑張ってポーズをとって 

おられました。 

 

                          Ｒ１．９．２６ 

 今年は英語を取り入れたリズム遊びを、たなかあきこ氏

を講師にお迎えし開催しました。 

 おかあさんと一緒にリズムに合わせて体を動かす姿が、

とても微笑ましく、中には先生と一緒に口を動かしている

お子さんもいました。「普段英語に親しむ機会がないので

参加してよかった。」というお声が多かったです。 

講座には 1時間 
100円で一時保育 
が付いています。 
(２人目半額) 

                           Ｒ１.９.１１ 

 昨年に続いて、ハーバリウム作りをしました。 

今年はオリジナリティを重視し、先生が容器か

ら花材まで、すべてを選べるようにご準備くださ

いました。 

 ベースの色を決めて、どの花材が映えるか、

オイルに色を付けることもでき、迷い悩み・・・そ

れぞれ素敵な作品に仕上げておられました。 
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１０月２７日（日）に、親子でハロウィンのおやつ作りを開催しました。 

１０組の親子が参加し、「かぼちゃのマフィン」と「おばけのマシュマロ」を作りました。 

グループで協力しながら、混ぜてカップに入れて、焼き加減をチェックしながら、焼き上げました。 

焼いている間に、マシュマロにチョコペンで顔を書いたり 

プリッツを刺したりして、おばけのマシュマロを作りました。👻 

カップケーキが完成すると、ハロウィンピックを刺して親子で 

美味しそうに、食べてくれていました。 

 

 

 

 

八尾市内を６ブロックに分け、各ブロック２名のサブリーダーが、交流会や講座のお手伝いをし

ています。今年も講座や、交流会で、みなさんにお会いできるのを、楽しみにしていますので、よ

ろしくお願いします。昨年に引き続き、私たちが順番に自分の思いをつぶやきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

援助会員として、活動に参加させていただいて、いろんな経験をさせてもらっています。 

５歳の男の子を保育園に迎えに行った帰り道、信号の前で飛び出さないかと、ひやひやしたことがありまし

た。手をつなぐのを嫌がるけれど、この時だけは手をしっかりと握って、青になるのを、３・２・１。 

数を数えて待ったこともありました。 

家に帰ると、「ありがとう。」を言ってくれて、元気をもらいました。 

最近、６年近く援助した姉妹のサポートが終わりました。２人とは、名前で呼び合う仲で、楽しい時間を過ご

させてもらいました。 

～純ちゃん、長い間ありがとう。大好きだよ。また、会いたいよ。～ 

最後の日に、いただいたお手紙は、涙が出るほど嬉しく、感無量でした。 

これからも、「子育て中のママさん達に、寄り添うお手伝いができたらな。」と、思っています。     

先日、ある研修に参加し、先生の考えに感銘を受けました。その一部をご紹介させていただきます。 

  私たちは自分の顔を、じかに自分で見ることができません。 

鏡を通して、初めて見ることができます。 

同じように、自分がどういう人間であるかも自分で知っているようで案外と知らないものです。 

  自分がどういう人間であるかは、周囲の人たちが自分に与えてくれる評価によって、はじめて客観

的に知ることができます。 

  自分で自分の内面を、いくら探求していったところで、その客観的な姿は、よくわからないもの

なのです。自分の潜在的な可能性に気づくことは、できない。 

｢地域社会の分断化に抗う｣研修資料より抜粋 

今と昔では、子育ての環境や考えも変わり、子供の考え方も変わり、子供の犯罪も変わっていること

を研修で教えてもらいました。昭和に生まれ、平成、令和と年号が変わり、自分のこれまでを、ふりか

える機会になりました。  

山内 壽子 

平尾 純子 
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※進学・入園・引っ越しなどの状況変化は、センター

にお知らせください。４月からのサポートをお考えの方

は、なるべく早く、ご相談ください。早くご連絡頂いた場合で

も、援助会員さんの状況により、お断りする事があります。 

 

 

 

日  程 内  容 時間・場所 

１月 1８日(土)  必須研修「もしも…に備える」 

地区別会員交流会〔北地区〕｢おにのお面作り｣ 

9:０0～10:00 サポートやお

10:30～11:30 生涯学習センター 

２月  ６日(木) 
 

1５日(土) 
 

2８日(金) 

ファミサポ子育て講座 ｢おひなさま作り｣ 
｢   〃   ｣ 

依頼会員登録会  1 回目  どちらも 
2 回目 内容は同じ 

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講座｢美容と健康のバレエレッスン｣ 

必須研修「家庭における乳幼児の事故防止」 

10:00～11:00 サポートやお★ 
13:30～14:30 サポートやお 
９:30～10:30 サポートやお  

10:45～11:45 サポートやお 

10:00～11:30 サポートやお★ 

13:00～14:00 サポートやお 

３月  ４日(水) 

3 月 ７日(土)     

必須研修｢災害時のもしもの時に備えておくこと｣ 

更新講座 

地区別会員交流会〔南地区〕｢六角パズルを作ろう♪｣ 

10:00～11:00 サポートやお 

9:０0～10:00 サポートやお

10:30～11:30 龍華コミセン 

４月  ８日(水) 更新講座・必須研修｢子どもの防犯について｣ ９:00～11:00 サポートやお 

★・・・リサイクル品放出の日(リサイクル品の提供は、センター開所時間であれば受け付けています。) 

※・・・大きな物は、事前にお電話下さい。保管場所が狭いため、お受け取りできない場合があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ファミサポの登録は無料・依頼会員は一番下のお子さんが４年生を終了するまで自動更新です。 

講座への先行申込みや、イザという時の依頼が電話で出来るので大変便利です。もしもに備えて、

お時間に余裕のある時に、登録しておくと良いですよ！ 

一斉登録会は２月１５日 (土 )２部制で行います。 

※援助・両方会員さんは、必須研修を１年（４月～翌年３月）に 1回以上受講して下さい。 

「必須研修・（必）」マークの付いているものは、必須研修対象講座です。現在サポート中の援助

会員さんは、受講しないと、４月からサポートは出来ませんので、ご注意ください。 

※子育て用品・子ども服・おもちゃなど、リサイクルしています。 

講座や交流会開催後、サポートやお多目的ホール前にて、リサイクル品の放出を行なっています。子ども

服中心ですが、おもちゃ等も喜ばれています。まだ使えるけど、もう使わなくなった物をリサイクルして、子育て

支援にご協力ください。援助会員さんも、預かりの際に使うおもちゃを持ち帰り、サポートに役立てて下さい。 

 カッパ・礼服など、使用期間が短いけれど、必ず必要な物が、喜ばれているように思います。 

★衛生面から、ぬいぐるみの引き取りが出来なくなりました。 

☆講座・交流会の予定☆ 会員優先!市政だよりの申し込み
開始日までにお電話ください♪ 

 お子さんが使うオモチャや、送迎に使用している自転車は、安全ですか？ 

経年劣化で、割れている部品や、ネジが緩んでいる部分はないですか？ケガや誤飲の原因

になります。定期的に点検し、安全に使用できる状態を保ってください。 

併せて、自転車保険や、自転車乗車時のヘルメット着用、自動車乗車時のチャイルドシー

トの使用など、今一度確認していただき、安心･安全なサポートを心がけてください。 

サポート前には、必ず「安全チェックリスト」を活用してください。 


